
 

                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和 7年 2月 14 日 

事業実施地区 東徳間区 

事業名 東徳間エディブルガ－デン 

団体名 東徳間エディブルガ－デン 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

区民及び市民開放講座「園藝ラボ」の受講者を中心に地域内の休耕地約 100

坪を借りて、「サトイモ善光寺」など固定種野菜１０数種類の野菜栽培を行

う。６月～１２月まで１０数回の作業日を設定し、苗の植え付けから収穫・

種取りを行う。その他水の管理や除草は自発的に行う。会員以外でも参加

でき、自由に収穫できることとした。 

収穫祭は会員だけでなく区民にも参加を呼びかけ、収穫した野菜を調理し

て開催した。 

区の事業「お茶のみサロン」では参加者に採れたての野菜を配布したり、

「ふれあい広場」の芋煮会にサトイモも提供した。 

2/8 決算報告、次年度事業方針を決定し終了 

【事業完了日】 

令和 7年 2月 8日 

【総事業費】

200,960 円 

【補助金額】 

200,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

定期作業日には延べ１７０人ほどが参加し、野菜作りを楽しみながらお互いの情報交換の場所

となった。 

夏野菜の収穫祭（暑気払い）を行い、普段口にしない採れたての固定種野菜を味わい、食の大切

さを実感した。また、区民と他地区からの参加者との交流の機会となった。 

芋煮会（区民 70 名参加）でのサトイモや時折配布した野菜は好評で区行事の活性化に貢献した 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果 〇    

特記事項 

（評価理由等） 

地区行事に収穫物を提供することができ地域に貢献できた。 

市民新聞や、「まんまる」機関紙に掲載され活動を広くアピ－ルできた。 

 

■今後の取組予定 

来年度も活動を継続する。 

3 月中旬 昨年保存した種の種まき、種イモの育苗 希望者にも配布。 

来年度は、今年度と同等の活動のほかに、「皐月かがやきこども園」で子供たちと一緒に園内で

菜園作りを行い、土に親しみ、野菜作りを楽しみながら年間を通して交流する。 

 



支所発地域力向上支援金　事業評価（若槻支所）

事業名

団体名

5

(基準様式第３号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 安全安心活動

令和7年2月14日

2 41 3

東徳間エディブルガーデン

東徳間エディブルガーデン

必要性

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通 必要性があった

見込めない あまり見込めない

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

と考える。

効　果

4 5

特に効果があっ
た

1 2

行えるよう、自主財源の確保に努めることを期待します。

効果があった

　固定種野菜を栽培、収穫し、食することにより、食の大切さも学ぶことが出来た。

　来年度以降、保育園との交流、広報活動等による会員の増加や、活動が継続的に

普通 見込める 大いに見込める

　延べ約１７０人が活動に参加し、地元住民との交流を図り、地域活性化に寄与した


